
Mach X のインストーレーション

1. CCS ソフトウエアを CD、又は、ダウンロードしてものからインストールして下さい。:

http://www.ccsinfo.com/downloads.php から CCSLOAD (Windows Version)

又は、

CD-ROM の ccsload フォルダーのなかの setup_ccsload.exe

これらのソフトウエアのデフォルトのディレクトリ・ディレクトリは CCS のコンパイラと同じデ

ィレクトリです。もし、CCS コンパイラをご使用の場合は、共通ファイルが同じバージョンを使

用する様に同じディレクトリを使用して下さい。

ハードウエアのセット-アップ方法はデバイス・プログラマによって違いますので、下記の詳細

をご覧下さい。:

2. もし、USB インターフェースのデバイスをプログラマをご使用の場合は、ウィンドウズ USB

ドライバーをインストールして下さい。CD 又は、下記よりダウンロードして下さい。:

http://www.ccsinfo.com/downloads.php から

Download USB Drivers for ICD-UXX/Mach X/Load-n-Go/PRIME8 (Windows)

又は、

CD-ROM の USB-Driver フォルダーのなかの usbdrivers.exe

インストーレーションの間にデバイス・プログラマを接続することを要求するプロンプトが表示

されるか、又は、ウィンドウズが正しくないドライバを見つけようとしますが、その何れかの

前には決してプログラマは接続しないで下さい。

MACH X を始めて PC と接続した時に下記のように“新しいハードウエアがみつかりました“

のメッセージが PC 画面の右下に現れた場合は、次のステップでインストールして下さい。

CD のなかの USB-Driver を開きますと usbdrivers.exe がありますので、それを

ダブル・クリックすることでインストール(Yes ボタンをクリックしてデフォルトのまま

インストールして下さい)が自動的にされます。



PC に MACH X を接続します。





下記のダイアログ出る場合は、その下の様に C:\WINDOWS\SYSTEM32\DRIVERS

を参照の上、開いて下さい。

下記の様に C:\WINDOWS\SYSTEM32\DRIVERS を指定して “OK”をクリックして下さい。

※参照するファイルの場所は以下となります。



下記のダイアログ出る場合は、その下の様に C:\WINDOWS\SYSTEM32 を参照の上

下記の様に C:\WINDOWS\SYSTEM32 を指定して “再試行(R)”をクリックして下さい。



これで MachX の使用準備が出来ました。

アイコンをクリックして下記の画面を立ち上げて操作を始めて下さい。

最初に Device 画面が立ち上がります。



Diaganostics 画面



ファームウエアが古い場合は をクリックしてファームウエアのアップデートを行っ

て下さい。

で をクリック

Yes をクリック





“Test for Chip”をクリックして暫く立ちますと下記の様に Target Passed のアドバルーン

が立ちあがります。これで接続は確認できましたので書き込み等の操作を任意に行って

下さい。

デバッグはこのソフトを終了した上で、CCS C コンパイラのウィンドウズ版からとなります。



インストールに失敗した場合は、下記のデバイスマネージャから CCS MACHX を

削除して、再度、正しい順序でインストールして見て下さい。



デバッグは下記の CCS C コンパイラの画面から始めて下さい。

をクリックしますと下記の画面が現れますので、Open -> Source File で

ソース・ファイルを選択

Compile -> でコンパイルします。



Debug -> をクリック

下記の画面に Attaching と青緑色のバーに表示され



下記の様に Ready MCU at 20.00 MHz と表示に代わります。

これでデバッグが可能となります。

下記の様な各種の問題が発生した場合は、Yes 又は、No をクリックの上、 でリセットして

見て下さい。


